
白箱または黒箱内の動物の滞在時間を測定し、それをコンピュータ処理します。

本装置は薬物の報酬効果、および嫌悪効果を測定することができます。
その結果より薬物の精神依存を予測することができます。さらに、薬物の抗不安効果の
測定にも応用できます。

星薬科大学薬品毒性学教室　　鈴木勉教授御指導

白黒 白黒

AMP 演算、通信、調光ユニット

マウス用及びラット用
センサー白黒ボックス

パソコン

【目　的】

【機　能】

ＣＰＰ装置設置例

ＣＰＰ装置表面 ＣＰＰ装置裏面

KN-80　　ＣＰＰ装置
CONDITION  PLACE  PREFERENCE



● 理化学器機　        　　 ● 基礎医学器機　          　　● 薬学研究器機　          　　● 実験動物飼育器機　         　　 ● 医科器械一般

http://www.nazme.co.jp

CPP 装置仕様

星薬科大学薬品毒性学教室　鈴木勉教授
「日薬理誌 1999 年　薬物の報酬効果測定法 -CPP（条件づけ場所嗜好性）試験について」より　　

　CPP 法は環境（条件刺激）と薬物の効果を条件づけする非常に簡便な方法である。それゆえ条件刺激となる視覚刺激、触覚刺激などの
コントロールが大変重要な因子となる。これらの因子は市販の実験装置（弊社販売：CPP 装置）を用いれば白・黒ボックスや床面の素材などが
同一であるため比較的安定した結果を得ることができる。

　CPP 法は薬物の報酬効果のみならず、薬物による嫌悪効果の評価にも応用することができる。嫌悪効果は薬物の有害作用につながる可能性が
あり、これらの点からも本法は医薬品の精神医学などの研究にも応用できるものと考えられる。さらに本法は感度の高い身体依存の評価法としても
応用できる。

(1)装置及びソフトの概要


